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研究成果の概要（和文）：本研究は、慣習的推意（conventional implicature)(CI)の多様性について、とりわ
け、「視点」と「依存性」の観点から考察した。「視点」に関しては、埋め込み環境での解釈に注目し、CIの視
点の取り方（話者指向的か主語指向的か）は、文法や文脈などの様々な要因により決まることが明らかになっ
た。また「依存性」に関しては、モダリティや否定と共起するCI表現（例：感情表出的な「何も」や「とて
も」）に焦点を当て、それらの依存的振舞いを使用条件の観点から説明した。本研究により、CIは自立した意味
ステータスを有しているものの、文法やコンテクスト等様々な要因と関わっていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study examined the variation of conventional implicature (CI), 
particularly in terms of point of view and dependency. Regarding point of view, the study focused on
 the interpretation of CI expressions in an embedded environment and showed that the way CI takes a 
point of view (either speaker-oriented or subject-oriented) is determined by various contextual 
factors. Regarding dependence, the study focused on CI expressions that co-occur with modality and 
negation (e.g., expressive nani-mo `what-mo' and the expressive totemo `very') and explained their 
dependent behavior in terms of use-conditions and a general pragmatic principle. Furthermore, this 
study investigated the interpretation of mirative expressions, the discourse structure of pragmatic 
comparative expressions and inferential use discourse-expressions, and considered the ways in which 
CIs interact with discourse structure and conversational implicature.

研究分野： 意味論、語用論

キーワード： conventional implicature　scalarity　expressives　projective meaning　perspective　dependency
　negative polarity item　modality

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、慣習的推意(conventional implicature) (CI)の自律性について新たな現象から考察している。こ
れまで、CIは狭義の意味論レベルの意味から独立した意味として捉えられてきた(Grice 1975; Potts 2005)。本
研究では、モダリティや否定と共起するCI表現（例：感情表出的な「とても」、「何も」、「NPのことだ」）や
テンスの曖昧性を引き起こすCI表現（例：「～なんて・とは」）等、文中の他の言語表現や文全体の意味と相互
作用を引き起こすCI表現に焦点を当て、CIは自立した意味ステータスを有しているものの、他の言語部門と密接
に関わっていることを明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
従来、意味論・語用論の分野において、「慣習的推意」(conventional implicature)(以下、CIと略す)

は、狭義の意味論的意味（真理条件的意味/at-issue meaning）から論理的に独立した概念である

と捉えられてきた（Grice 1975; Potts 2005）。CIとは、Grice(1975)の用語で、ある単語・構文に

慣習的に結びついた推意（非真理条件的意味/non-at-issue meaning）のことである。ここでいう「非

真理条件的意味」とは、概略、当該の命題の真理値（true/false）を判定する際に関与しない意味

を指している。 

Potts (2005)は、CIを、次元性(dimensionality)の観点から捉えなおし、CIは、(i)次元的に「言わ

れたこと」（＝意味論的意味）から独立しており、(ii)常に「話し手志向的」な意味を持つと主張

した。例えば、(1)の例における「ののしり語」bastardは、そのターゲットとなっている対象に

対する話し手の否定的な心的態度（もしくは、意見）を、心理条件的意味のレベルではなく、

CIのレベルで表している。 

(1) That bastard Kresge is (not) famous. 

 意味論的意味: Kresge is (not) famous. 

 慣習的推意(CI): Kresge is bad, in the speaker’s opinion. 

Bastardの意味が命題内容から独立している（すなわち、CI）ということは、たとえ文(1)を否定

しても、話し手の否定的態度は否定されずに保持されるということからも明らかである。 

Potts (2005)は、bastard がたとえ「x は…と信じている」という（話し手以外の人物 x の視点

が関わる）環境に埋め込まれても、依然として話し手志向的であると主張した。  

(2) Sue believes that that bastard Kresge should be fired. 

Bastard が埋め込み環境においても話し手志向的であるという点は、その意味が、真理条件的意

味のレベルから独立した意味であるということと深く結びついている。 

このような CI の特性は、「ののしり語」以外にも、同格節 (appositives)(Potts 2005)、敬語表

現 (Potts and Kawahara 2004)、スケール副詞 (Sawada 2010) (例:「ちょっと」)、評価副詞 (Potts 

2005; Liu 2012)、差別的混合表現(McCready 2010, Gutzmann 2012)、終助詞 (McCready 2009),など、

様々な現象でも観察されることが明らかになってきている。 

しかしながら、近年、CIの「自立性」(independency)に関して問題となり得る現象があること

が分かってきた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、CIの特性について新たなデータ・観点から再考し、CI研究に対し新たな理論・

方向性を提出することである。具体的には、(i)「CI表現のモダリティ表現への依存性」と「埋め

込み環境でのCI表現の、視点に基づく複数の解釈」（＝補文環境でのCI表現は、①話し手志向的

にも、②主語志向的にもなり得る）に焦点を当て、CI表現は、自立した意味ステータスを持って

いるのか、CI表現の多様な振る舞いはどのように説明できるのか、CIの多様性は、意味論と語用

論の関係に関して何を示唆しているのかという問題を解明する。 
 
３．研究の方法 
研究にあたっては・ＣＩ表現と呼べる表現の中で、モダリティと共起することが義務的となっ

ている表現（「とても（じゃないが）」や推論用法の「～のことだ」など）に焦点を当て、それ



らのモダリティへの依存性は、統語レベルや論理レベルではなく、使用条件レベル（＝談話レ

ベル）によって規定されているという仮説を立て、様々なデータ、判断テストを基に検証する。

また、これらの現象が、モダリティや証拠性の理論に対して何を示唆しているのかという問題

についても考察する。また、CI 表現の埋め込み環境における解釈に関しては CI 表現が態度動

詞の補文に埋め込まれ、視点が話し手から主語に移った場合、CI 表現の意味は、真理条件的意

味へと変換されるという仮説を立て、様々なデータ、判断テストを基に仮説を検証する。 
 
４．研究成果 
具体的な研究成果は以下の通りである。 

 

（１）依存的 CI 表現の「何も」と「とても」 

本研究では、感情表出用法の「何も」と「とても」の意味・使用について考察した。 

 (3) a.太郎は何も食べなかった。             （非感情表出用法） 

    b. 何も急いで（それを）する必要はない。   （感情表出用法） 

  (4) a.この本はとても高い。                 （非感情表出用法（＝形容詞修飾用法）） 

     b. 徹夜（をする）などとてもできない。      （感情表出用法） 

(3a)の「何も」は、食べ物をまったく食べなかったということを表しており、ここでの「何も」

は文の命題の一部となっている。一方、(3b)の「何も」は、当該の命題（「急いでそれをする」）

の外にあって、それに対する話者の否定的態度を表している。また、(4a)の「とても」は、形

容詞「高い」を修飾し、命題内容の一部となっているのに対し、(4b)の「とても」は、「徹夜を

する」という行為の不可能性を強調しており、話者の命題（「徹夜をすること」）に対する否定

的な態度を表出している。ここで重要な点は、感情表出的な「何も」と「とても」は通常の非

感情表出的用法と異なり、特定の否定的なモダリティと共起する必要があるという点である。

本研究では、以下の 2 点を主張した。（i）感情表出的な「何も」は、「当該の命題 p は必然的で

はない」という慣習的推意（CI）を有しており、この慣習的推意が、非必然性を表す否定的モ

ダリティと共起する要因となっている。(ii) 感情表出的な「とても」は、当該の命題のありえ

なさ・不可能性を強調する CI 的機能が不可能性・ありえなさを表すモダリティと共起する要因

になっている。 

これらの２つの感情表出表現に共通している点は、それらが否定極性項目として振舞ってい

るという点である。本研究では、自然言語には、統語論的・意味論的メカニズムによって認可

される NPI 以外に、「否定的な反応」という言語行為的機能により、否定環境で生じるような

「言語行為的 NPI」が存在することを明らかにした(澤田 2019⑩, Sawada 2021a⑪)。 

 

（２）依存的な CI 表現「NP のことだ」 

依存的な CI 表現のさらなる例として、研究協力者の澤田淳氏と共に、推論用法の「のことだ（か

ら）」の依存的振舞いについて考察した。以下の例に見られるように、「から」の無い「NP の

ことだ」は、独立文であるにも関わらず、後続文との間に依存関係を保持しており、後続文無

しには成立し得ない。 

（5） 太郎のことだ。この時期忙しいだろう。 

本研究では、「NP のことだ（から）」は，特定の個体（NP）の属性を証拠にして、後続命題を



推論する表現であるが、この表現自体の意味は、at-issue 的な意味ではなく、CI の性質を持っ

ている。本研究では、「NP のことだ（から）」は、NP が示す特定の個体に関する属性を証拠に

して、後続命題を推論する場合に用いることができることを論証した（澤田・澤田 2020⑬）。 

 

（３）CI 表現の埋め込み環境での解釈 

本研究では、CI表現の多様性について、埋め込み環境においての解釈について、不満の「もっと」

の視点および投射的振舞いについて考察した。 (6)における2例の対比からわかるように、通常、

補文内の不満の「もっと」は主語志向的な意味しかないが、主節に「べきだ」が挿入されると、

話し手志向的にも主語志向的にもなりえる。 

(6) a. 太郎はもっとしっかりとした論文を書かなければならないと思っている。 

（不満の「もっと」＝「主語志向的」） 

   b. 太郎はもっとしっかりした論文を書かなければならないと思うべきだ。 

（不満の「もっと」：「主語志向的」/「話し手志向的」） 

このような依存的な投射は、通常の CI 表現（bastard 等の罵り語(=2)）には見られない特徴であ

る。本研究では、CI 表現の中には、態度動詞の補文の中の CI が文全体の視点と一致すること

を義務付けるものと、義務づけないものがあり、その違いは、CI が、視点と関わる命題内容語

句を修飾しているかどうかによって決まることを明らかにした。また、埋め込み文中の CI 表現

の視点が話し手から主語に移った場合、CI 表現の意味は、secondary at-issue meaning へと変換

されるということも論証した。本研究の成果は、Sawada (2018⑧, 2019⑨)として出版した。 

 

（４）驚きを表す「なんて」、「とは」の意味 

研究協力者の澤田淳氏と共に、CI と真理条件的意味の関係について、驚きを表す「なんて・と

は」の意味解釈に焦点を当てて考察した。(7)の文で表されているように、「なんて」、「とは」

が伴った文は、しばしばテンスの解釈に関して、「過去読み」と「未来読み」で曖昧になる。 

(7) a. 太郎が来る{なんて/とは}。  b. 太郎が来る{なんて/とは}驚きだ。  

    （過去読み：太郎が来たことは驚きだ） 

    （未来読み：太郎が来ることに予定であることは驚きだ。）  

このようなテンスの曖昧性は、「なんて」を除いた「ル」形を伴った単文（＝「太郎は来る」）

には見られない。また同様の曖昧性は、補文標識として振舞う「なんて」にも見られる。本研

究では、「なんて」と共起する命題はテンスに関して不特定であり、コンテクストによってテン

スが指定されることを論証した。これまでの研究では、CI 表現は命題の真偽性には関与しない

とされてきた。本研究では、CI 表現の有無が at-issue 命題の真理条件に影響を与えるケースが

あることを論証した。得られた研究成果は、Sawada and Sawada (2021⑭)等で発表した。 

 

（５）感情的・感覚的な最小化詞の意味 

CI 表現の多様性を考察する上での、新たな課題として、最小化詞の感覚敏感性と感情表出性に

ついて考察した。以下の例に見られるように、日本語の「かすかに」、「ほのかに」は、典型的

な程度副詞の「少し」と異なり、感覚に基づいて程度を計量する副詞である。 

(8) a.このお酒は{少し/かすかに}甘い。 



    b. このお酒は｛少し/*かすかに｝高い。 

本研究では、「かすかに」の感覚的な計量の意味を CI の観点から分析した(Sawada 2021b⑫)。 

 さらに、否定極性項目の「かけら」が持つ「不満」の意味に注目し（例: 「あの政治家には、

責任感のかけらもない」）、「かけら」の持つ使用条件を CI との関係の中で考察した。今後はこ

れらの最小化詞の多様性ついてさらに詳細にデータを観察し、分析を深めたい。 

 

まとめ：以上のように、本研究では、CI の多様性・自律性について様々な現象を基に考察した

が、本研究により、CI は狭義の意味論レベルから独立した意味を有しているものの、文中の他

の表現やコンテクストと密接に関係していることが明かになった。また研究を行う中で新たな

課題として、CI の極性敏感性、談話構造と CI の関係、前提と CI の関係等、様々な新たな課題・

問題点が浮き彫りとなった。今後はこれらの問題や課題を踏まえた上で、CI の性質についてさ

らに考察を続けたい。 
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